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【米国債の長短金利差の推移（10年国債利回り－1年国債利回り）】（％）

（年）

2017年6月26日 

米国の景気拡大はいつまで続くの？（2） 
長短金利差は、米国経済の拡大局面がしばらく続くことを示唆しています。 

 通常、長期金利は今後の景気拡大に伴うインフ

レや利上げなどの期待を織り込むことから、短期金

利を上回ります。ところが、好況が続き金融引き締

めが進むと、短期金利がより上昇するため、長短の

金利差は縮小します。 

 これがさらに進むと、短期金利が長期金利を上回

ります。過去のケースでは、景気後退の前に短期

金利が長期金利を上回りました。現在は、長期金

利が短期金利を1％近く上回っていますので、米

国景気の拡大は当面続くと見られます。 

米景気拡大の持続性 

（注）データは1955年1月～2017年6月。利回りは月中平均。但し、2017年6月は23日までの平均。網掛は景気後退期。 
（出所）米連邦準備制度理事会（FRB）のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 


